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って、僕なんて、最初から好きなこと、正しいこと、異端に っ もできるこ を
するために
は公務員という はどうしてもほしかった。
 
もう一つは、それと関係するのですが、
公共
のため
、
天下国家のために働けることです。
歴
史上に名前が残っている
人間はみんな公共のた
めに働いた人間だけですよ。しかもそれが多勢に
無勢で無勢の方が正しい。そっちに属してい
る場合はますます楽しい。こんなに楽しいことはない。官僚の生活 安定 許
しがたいのは、
生活の安定が保障されているのに世論に迎合することです
。」
 
 
生活の安
定が確保されていない政治家は、非難
すべき対象ではないのですか。
 
 
「
ない。逆に言うと、政治家の場合は、
世襲
とか資産家で
地盤が安定している方がいいんで
す
。政治家なんて資産家か
世襲に限る
（笑）
。 」
 
 
なぜ、官僚は世論に迎合するの すか。
 
「
出世したいんです。ある程度の地位になっ
て
影響力を及ぼすようにならないと自分のやり
たいことはできない。だから、そう思ってまずは課長になろうと頑張る
。ところが
、課長にな
るとたった一回課長や
っても俺のやりたいこと
ができない。
部長になら
なきゃと思って
、部長
になるまで我慢する。部長
に
な
ったら局長。局
長
になった
ら
次官。次官になっても何もできな
い。そうすると最後総理大臣。
でも、
総理大臣
がやりたいことできてますか
。結局、選挙のこ
とが心配になる。世論の支持率下げないようにしなければなら い 人間は公共の
働きたいと
いう志を持って ても、力をもたないと公共のために働
けないという矛盾とか葛藤に悩ま
さ
れ
る。だから出世することはそれ自体手段として重要です。
それ自体正しいんだけれども、
気が
付くと
ただの
天下り野郎になっていた。
どんど
ん先延ばしして。ＴＰＰだってそれはあるのだと思いますよ。本当は良くない 思
いるけ
れ
ども
、
中野みたいに干されたら
、
したい
こと
ができないじゃないか。俺は、アメリカと交渉して、日本に貢献するために入省したんだ。
今
はＴＰＰ反対なんか言
わないで、ずっとこらえ
ている
ん
だと自分に言い聞かせて る。そんな
一見正しいように聞こえる小賢し ところから人間って腐っていくん すよ。僕の師匠だった佐藤
誠三郎
先生
が
言っていましたよ。
自己欺
瞞
の能力は無限大だぞって。怖いよね。そこを、どうバランスをとっ
、どう
ケリ
をつけるかは、
自分の人生なので
自分で考えてください。
」
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